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研究要旨 

慢性疼痛診療ガイドラインを作成し、慢性疼痛治療に関わる多くの医療者に最新のエビデン

スを提供する。また、慢性疼痛診療ガイドライン作成にとどまらず、その効果や影響を検討す

ることにより、次期の改訂にも貢献できると考えられる。 

 

Ａ．研究目的 

慢性疼痛診療ガイドラインの作成を行う。

前回の慢性疼痛治療ガイドラインの内容に最

新のエビデンスを加えることにより、慢性疼

痛治療に関わる医療者により有用な情報を提

供する。 

 

Ｂ．研究方法 

厚生労働省の診療ガイドライン作成の標準

形式である医療評価機構 EBM 普及推進事業

（Minds）によるガイドライン作成方法に準拠

し、慢性疼痛診療ガイドライン作成ワーキン

ググループメンバーとその協力者でクリニカ

ルクエスチョンとそれに対する推奨度、エビ

デンスレベル案を作成。 

ワーキンググループメンバーによる全体会

で内容の検討と推奨度に対する投票を行い、

最終的な推奨度を決定する。 

医師以外の医療者や統合医療に携わる医療

者、そして慢性疼痛患者代表の意見を取り入

れ、患者に配慮する表現で記載をすることと

した。 

 

Ｃ．研究結果 

慢性疼痛診療ガイドライン作成ワーキング

グループメンバーによる全体会で決定した各

クリニカルクエスチョンに対して益と害に関

する、すべての重大なアウトカムを設定した。

文献検索を行い、条件を満たした論文のシス

テマティックレビューを行い、エビデンス総

体の評価と統合を行った。益と害のバランス

からエビデンスの確実性を検討し、患者の価

値観や希望、および費用対効果を加味して推

奨案を決定した。慢性疼痛診療ガイドライン 

 

作成ワーキンググループメンバーによる計

16回にわたる全体会で推奨案について検討 

し、最終決定した。 

 

Ｄ．考察 

「Minds診療ガイドライン作成マニュアル 

2017」に則り、ガイドラインの標準的な作成

方法に基づいて慢性疼痛診療ガイドラインを

作成した。クリニカルクエスチョンの内容や

アウトカムの設定、推奨などガイドラインの

重要な決定事項に関して、オンラインでの全

体会を開催し、十分に議論を行うことができ

た。 

 

Ｅ．結論 

「Minds 診療ガイドライン作成マニュアル

2017」に準拠した慢性疼痛診療ガイドライン

を作成した。 
 
Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載。 
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SI. Development of a 
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2.学会発表 

1) 二階堂琢也: 腰痛のメカニズム-脳イ

メージングから見た腰痛のメカニズム

-, 第 36回日本整形外科学会基礎学術

集会, 2021.10.14-15,伊勢市 

2) 二階堂琢也: 神経障害性疼痛の治療満

足度向上に向けて, 第 14回日本運動

器疼痛学会, 2021.11.20-12.05,(WEB

開催) 

3) 二階堂琢也: 脊椎内視鏡下手術(MED)

の最前線-技術的進歩とそれを支える

制度-脊椎内視鏡下手術の医療安全・技

術認定制度と合併症調査, 第 34回日

本内視鏡外科学会総会, 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 
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1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 
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